
　

国
連
教
育
・
科
学
・
文
化
機

関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
の
無
形
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
た
「
和
紙　

日
本

の
手
漉
和
紙
技
術
」。
市
川
三
郷

町
に
も
千
年
以
上
の
伝
統
を
誇
る

「
市
川
大
門
手
漉
和
紙
」
が
あ
り

ま
す
。

　

市
川
大
門
の
手
漉
き
和
紙
は

「
美
人
の
素
肌
の
よ
う
に
美
し
い
」

と
例
え
ら
れ
、「
肌は

だ
よ
し
が
み

吉
紙
」
と
呼

ば
れ
御
用
紙
と
し
て
幕
府
に
献
上

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

か
つ
て
は
２
０
０
軒
近
く
あ
っ

た
手
漉
き
和
紙
の
工
場
も
、
時
代

の
移
り
変
わ
り
と
共
に
減
り
、
現

在
は
豊
川
製
紙
６
代
目
豊
川
秀
雄

さ
ん
、
た
っ
た
１
人
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

そ
の
豊
川
さ
ん
に
も
現
在
、
後

継
者
は
い
ま
せ
ん
。
歴
史
探
訪
第

２
編
で
は
、
市
川
大
門
手
漉
和
紙

の
今
と
未
来
を
考
え
ま
す
。

問町教育委員会学術文化係 ☎ 055-272-6094

今
は
一
人

　
黙
々
と

　
　
漉
き
続
け
る
…
。

かぞ草打ちに　頼まれて
打つも嫌
打たぬも義理のわるさや
　オーヤレ　ヤレヤレ　ヤレヤレ
　　ソーダヨ　ソーダヨ
　　　　ドッコイサノサ

市川文珠　知恵文珠
女にゃ針
男にゃ硯　墨　筆
　オーヤレ　ヤレヤレ　ヤレヤレ
　　ソーダヨ　ソーダヨ
　　　　ドッコイサノサ

芦川土手が　切れたなら
市川じゃ
紙すきふねで　漕ぎ出す
　オーヤレ　ヤレヤレ　ヤレヤレ
　　ソーダヨ　ソーダヨ
　　　　ドッコイサノサ

七月過ぎて　盆過ぎて
市川の
花火の場所で逢いやしょ
　オーヤレ　ヤレヤレ　ヤレヤレ
　　ソーダヨ　ソーダヨ
　　　　ドッコイサノサ

市川焼けた　みな焼けた
御陣屋が　残りて
名主ゃ　しあわせ
　オーヤレ　ヤレヤレ　ヤレヤレ
　　ソーダヨ　ソーダヨ
　　　　ドッコイサノサ

かぞ（楮）打ち唄　　　　　　

町
指
定
無
形
文
化
財

手
漉
和
紙
技
術
の
保
持
者

豊と

よ 

川か

わ  

秀ひ

で 

雄お

い
ち
か
わ
み
さ
と

第２編

　
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
す
る
町
内
の
文

化
財
や
史
跡
・
名
所
。

　
今
年
で
合
併
10
周
年
に
な
る
市
川

三
郷
町
。
今
一
度
見
つ
め
直
す
機
会

に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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一瀬医院

ＧＳ

コンビニ

県
道

南線

中央通り

碑林公園

豊川製紙

豊川秀雄　昭和 25 年１月19日生
豊川製紙６代目。20 歳から手漉きの世界に入る。
　■ 平成 12 年「やまなしの名工」に指定
　■ 平成 16 年、町指定無形文化財
　　　　　　　「手漉き和紙技術の保持者」に認定
　■ 平成 20 年「伝統的工芸品産業功労者褒賞」を受賞

　工房では手漉き和
紙のはがき作りが体
験できます。予約が
必要なので☎ 055-
272-0075までお問い
合わせ下さい。

■
先
人
を
学
ぶ

　

伝
統
文
化
に
触
れ
、
先
人
の

知
恵
と
努
力
を
学
ぼ
う
と
、
市

川
小
学
校
で
は
卒
業
証
書
を
自

分
の
手
で
漉
い
て
い
ま
す
。（
写

真
・
右
上
）
こ
の
取
り
組
み
は

豊
川
さ
ん
を
は
じ
め
、
市
川
和

紙
技
術
研
究
会
の
協
力
の
も
と

昭
和
57
年
か
ら
続
い
て
い
ま
す
。

合
併
し
、
市
川
三
郷
町
と
な
っ

た
現
在
で
は
、
町
内
す
べ
て
の

小
学
校
に
こ
の
取
り
組
み
は
広

が
っ
て
い
ま
す
。

■
先
人
を
偲
ぶ

　

役
場
本
庁
舎
に
ほ
ど
近
い
、

八
乙
女
神
明
宮
で
は
、
毎
年
７

月
の
祭
典
で
「
市
川
紙
づ
く
り

唄
」（
町
指
定
無
形
民
族
文
化
財
）

を
披
露
し
先
人
を
偲
ん
で
い
ま

す
。
市
川
紙
づ
く
り
唄
保
存
会

で
は
後
世
へ
保
存
継
承
を
願
い

「
紙
漉
き
唄
」「
楮
打
ち
唄
」
発

祥
の
碑
を
昨
秋
、
建
立
し
ま
し

た
。（
写
真
・
左
上
）

■
繋
げ
る
た
め
に

　

伝
統
文
化
を
絶
や
す
ま
い
と
、

市
川
三
郷
町
商
工
会
で
は
人
材

育
成
講
習
会
を
計
画
し
、
技
術
・

歴
史
を
学
び
、
将
来
の
担
い
手

を
模
索
し
て
い
ま
す
。

かぞ草打ちに　頼まれて
打つも嫌
打たぬも義理のわるさや
　オーヤレ　ヤレヤレ　ヤレヤレ
　　ソーダヨ　ソーダヨ
　　　　ドッコイサノサ

市川文珠　知恵文珠
女にゃ針
男にゃ硯　墨　筆
　オーヤレ　ヤレヤレ　ヤレヤレ
　　ソーダヨ　ソーダヨ
　　　　ドッコイサノサ

芦川土手が　切れたなら
市川じゃ
紙すきふねで　漕ぎ出す
　オーヤレ　ヤレヤレ　ヤレヤレ
　　ソーダヨ　ソーダヨ
　　　　ドッコイサノサ

七月過ぎて　盆過ぎて
市川の
花火の場所で逢いやしょ
　オーヤレ　ヤレヤレ　ヤレヤレ
　　ソーダヨ　ソーダヨ
　　　　ドッコイサノサ

市川焼けた　みな焼けた
御陣屋が　残りて
名主ゃ　しあわせ
　オーヤレ　ヤレヤレ　ヤレヤレ
　　ソーダヨ　ソーダヨ
　　　　ドッコイサノサ

かぞ（楮）打ち唄　　　　　　

取材の最後に…

豊川さんには娘さんがお二人。

「もし娘さんやそのお婿さんが継ぐと言ってくれたら？」とお聞きすると

『そりゃうれしい』と、いつもの硬い表情から照れ笑いを浮かべ答えてくれました。

無形文化遺産の登録。市川大門手漉和紙へ新たな風が吹き込まれることを願わずにはいられません。

3
2015

3 No.114



■人件費の状況（普通会計決算）

住基人口（25 年度末） 歳出額Ａ 人件費Ｂ 人件費率Ｂ / Ａ （参考）24 年度人件費率

17,072 人 90 億 6,049 万 9 千円 12 億 3,736 万 4 千円 13.7％ 15.1％
※人件費には、町議会議員、農業委員、区長などの各種行政委員報酬を含む
※普通会計とは、一般会計、恩賜県有財産保護管理事業特別会計、歌舞伎文化公園管理特別会計の合計を表す

■職員給与費の状況（普通会計決算）

職員数
Ａ

給与費 一人当たり
給与費 B/A

（参考）24 年度平均
一人当たり給与費給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計Ｂ

169 人 5 億 6,819 万 3 千円 7,142 万 2 千円 2 億 786 万 6 千円 8 億 4,748 万 1 千円 501 万 4 千円 518 万 5 千円
注１　職員手当には退職手当を含まない　　　  ２　職員数は、25 年４月１日現在の普通会計に属する職員の人数
　３　普通会計とは、一般会計、恩賜県有財産保護管理事業特別会計、歌舞伎文化公園管理特別会計の合計を表す

■職員の初任給の状況（平成 26 年４月１日現在）

区分 市川三郷町 山梨県 国

一般行政職
大学卒 17 万 2,200 円 17 万 8,800 円 17 万 2,200 円

高校卒 14 万 100 円 14 万 4,500 円 14 万 100 円

技能労務職 高校卒 13 万 7,200 円 14 万 6,700 円 －

保　健　職 大学卒 19 万 8,300 円 21 万 1,100 円 －

■ラスパイレス指数の状況

区分 平成 25 年度

市川三郷町 103.0（  99.8）

山　梨　県 108.3（100.4）

国 100.0　　　　

■職員の平均年齢、平均給料など（平成 26 年４月１日現在）

区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 42.3 歳 31 万 2,509 円 34 万 276 円

技能労務職 52.0 歳 25 万 4,967 円 26 万 6,080 円

看護・保健職 35.0 歳 25 万 8,938 円 27 万 8,394 円

■期末手当・勤勉手当（平成 25 年度支給割合）

市川三郷町 山梨県 国

期末手当 2.6 月分 2.6 月分 2.6 月分

勤勉手当 1.35 月分 1.35 月分 1.35 月分

■特別職の報酬など ( 平成 26 年４月１日現在）

給料 報酬

町長 638,000 円 議長 230,000 円

教育長 494,000 円 副議長 180,000 円

議員 157,000 円

町職員の給与・定員などの
状況をお知らせします 問 総務課庶務係

☎ 055-272-1102

　町職員の給与と職員定数は地方公務員法に基づき、町議会の議決
を経て町の条例で定められています。平成 26 年４月１日現在の町職員
給与と職員数の状況をお知らせします。

■分限処分数（平成 25 年度） 単位：件

降任 免職 休職 降格 合計 失職

０ ０ ３ ０ ０ ０
※休職の内容は、地方公務員法第 28 条第１項第２号、第２項第１号、心身の故障の場合による

［給与実態調査（H26/4/1 現在）、定員管理調査（H26/4/1 現在）より引用］

※ラスパイレス指数とは、
国家公務員行（一）の俸
給月額を100 とした場合
の地方公共団体の一般行
政職の給料の水準。（ ）
内は、東日本大震災に伴
う、H25.7.1 の 給 与 減 額
特例措置後の指数。

3
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■定員管理の数値目標の年次別進捗状況（実績）の概要 単位：人

区分
部門

22 年 26 年 22年～ 26年 （参考）

計画始期 ４年目 計 数値目標

一般行政
職員数 143   　 140  　 140  　 139  　 

増減   　 △     3  　 △ 3  　 △ 4  　

教　育
職員数 25  　 19  　 19  　 21  　

増減   　 △     6  　 △ 6  　 △ 4  　

公営企業
会計

職員数 151  　 25  　 25  　 -  　

増減   　 △ 113  　 △ 113  　 -  　

計
職員数 319  　 184  　 184  　 -  　

増減   　 △ 119  　 △ 119  　 -  　
注 計画期間は、22 年～ 26 年の４年間

■部門別職員数の状況と主な増減理由（各年４月１日現在）　　　　単位：人

職員数 対前年 
増減数 主な増減理由

25 年度 26 年度

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議会 2 2 0　

総務 52 49 △ 3　 峡南医療センターへの職員派遣減

税務 11 11 0　

農水 12 12 0　

商工 4 4 0　

土木 11 11 0　

民生 33 33 0　

衛生 21 18 △ 3　 欠員不補充

計 146 140 △ 6　

教育部門 23 19 △ 4　 業務員退職不補充等

小　計 169 159 △ 10　

公
営
企
業

会
計
部
門

病院 86 2 △ 84　 町立病院が峡南医療センターとして分離

水道 4 4 0　

その他 48 19 △　29　 介護老人保健施設が峡南医療センターとして分離

小　計 138 25 △ 113　

合計
307 184 △ 119　

[ 387 ］ [ 231 ］
注１　職員数は一般職に属する職員数
　２　[     ] 内は、条例定数の合計

■職員の主な研修実績（平成 25 年度） 単位：人

区分（研修名） 内容 対象職員 参加者数

山梨県市町村研修所
研修

階層研修、専門研修、特別研修、
実務研修、出張研修、自主研修

該当職員
希望者

のべ 108

人事評価制度の研修

①目標設定実践研修
②評価者実力養成研修
③評価適正化指導研修
④目標設定適正化会議
⑤評価適正化会議

一般職対象
管理職対象

154

職員意識高揚研修
地方分権に即応できる職員意識
の高揚を図るため講師を招き受講

全職員 162

　
町
で
は
、
町
内
に
存
在
す
る
空
き

家
な
ど
を
有
効
活
用
し
、
都
市
住
民

と
の
交
流
や
定
住
を
促
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
空
き
家
情
報
登
録
制
度
「
空

き
家
バ
ン
ク
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
、「
市
川
三
郷
町
に
住

み
た
い
」「
空
き
家
情
報
を
知
り
た
い
」

と
い
っ
た
問
い
合
わ
せ
が
多
数
あ
り

ま
し
た
が
、
個
人
情
報
保
護
法
に
よ

り
、
こ
う
し
た
問
い
合
わ
せ
に
答
え

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
空

き
家
バ
ン
ク
制
度
で
は
、
賃
貸
や
売

却
が
可
能
な
町
内
に
あ
る
空
き
家
な

ど
を
所
有
者
か
ら
登
録
し
て
い
た
だ

き
、
こ
れ
ら
の
物
件
情
報
を
希
望
者

に
公
開
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
町
で
協
定
を
結
ん
だ
　
全

日
本
不
動
産
協
会
山
梨
県
本
部
、　
山

梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
が
媒
介

役
と
し
て
間
に
入
り
、
交
渉
か
ら
契

約
等
の
手
続
き
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
空
き
家
が
登
録
で

き
ま
す
。

空き家などを
登録して

下さい

町内の賃貸や売却が可能な

登録、お問い合わせは
　町企画課企画政策係

☎ 055-272-1103 まで
町ホームページもご覧下さい

ク
リ
ッ
ク

（
公
社
）

市川三郷町空き家バンク制度

（
公
社
）
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問町総務課
　防災防犯係
☎０５５（２７２）

１１０２

　
い
つ
起
き
る
と
も
知
れ
な
い
地
震
。

そ
ん
な
地
震
も
、
起
き
る
前
に
日
頃
か

ら
防
災
対
策
を
し
て
お
け
ば
、
被
害
を

最
小
限
に
食
い
止
め
、
ま
た
緊
急
時
に

パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
こ
と
を
防
ぐ
事
が
で

き
ま
す
。

　
し
か
し
、そ
ん
な
地
震
防
災
対
策
も
、

準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
つ

つ
、
ま
だ
準
備
を
さ
れ
て
い
な
い
方
が

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
普
段
か
ら
で
き
る
対
策
を
こ
う
じ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

■
家
具
の
固
定
と
配
置
の
確
認
を

　

地
震
の
発
生
時
、
家
具
の
転
倒
を
防
止

す
る
た
め
に
、
家
具
は
し
っ
か
り
固
定
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
Ｌ
字
型
金
具
を
使
っ

て
壁
に
釘
や
ネ
ジ
で
留
め
る
方
法
は
有
効

で
す
。
釘
や
ネ
ジ
が
使
え
な
い
場
合
は
、

突
っ
張
り
式
固
定
具
な
ど
を
使
い
対
策
し

ま
し
ょ
う
。

■
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
対
策
を

　

地
震
発
生
時
、
怪
我
の
原
因
と
し
て

最
も
多
い
の
が
割
れ
た
ガ
ラ
ス
に
よ
る

も
の
で
す
。
普
段
か
ら
ス
リ
ッ
パ
や
ス

ニ
ー
カ
ー
な
ど
を
備
え
て
お
き
、
災
害

発
生
時
に
は
履
い
て
行
動
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。 

　

ガ
ラ
ス
の
飛
散
を
防
ぐ
事
も
必
要
で

す
。
窓
ガ
ラ
ス
や
ベ
ラ
ン
ダ
の
サ
ッ
シ

な
ど
に
は
、
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
フ
ィ
ル

ム
を
貼
っ
て
備
え
ま
し
ょ
う
。

今
す
ぐ
に
準
備
を
。

家
庭
で
の
防
災
対
策
を
…

■
家
族
の
行
動
の
確
認
方
法
を

　

最
近
で
は
、
親
は
共
働
き
、
子
ど
も

は
習
い
事
に
行
く
な
ど
、
家
族
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
が
異
な
り
、
い
ざ
災
害
が

発
生
し
た
場
合
に
「
家
族
が
ど
こ
に
い

る
か
分
か
ら
な
い
」「
連
絡
が
と
れ
な

い
」と
い
っ
た
事
が
起
こ
り
が
ち
で
す
。

災
害
時
は
固
定
電
話
や
携
帯
電
話
が
繋

が
り
に
く
く
な
り
ま
す
。
普
段
か
ら
家

族
同
士
の
連
絡
方
法
を
確
認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　

家
族
が
離
れ
離
れ
の
時
、
そ
れ
ぞ
れ

の
避
難
場
所
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
が

ま
ず
大
事
で
す
。自
宅
だ
け
で
は
な
く
、

自
宅
近
く
の
避
難
場
所
な
ど
を
家
族
で

　
普
段
か
ら
家
族
で
話
し
合
い
、

防
災
意
識
を
高
め
る
事
が
大
切
で

す
。
家
族
全
員
で
話
し
合
っ
て
、

各
家
庭
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
ま
し
ょ
う
。

　

し
か
し
こ
の
よ
う
な
転
倒
対
策
も
、
大

地
震
に
対
し
て
は
完
全
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
寝
室
の
ベ
ッ
ド
や
布
団
の
近
く
、
避

難
経
路
・
避
難
口
近
く
に
は
背
の
高
い
家

具
を
置
か
な
い
な
ど
、
家
具
の
配
置
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■
も
し
家
に
い
る
時
に

地
震
が
発
生
し
た
ら
…

　

震
度
６
以
上
の
大
き
な
地
震
が
来
た

と
き
、
多
く
の
人
は
立
っ
て
い
る
の
も

困
難
な
状
況
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
ま
ず
は
自
分
の
身
の
安

全
を
確
保
す
る
事
を
第
一
に
考
え
ま

し
ょ
う
。
地
震
で
大
き
な
揺
れ
が
来
る

と
家
具
や
ガ
ラ
ス
、
棚
の
上
に
置
い
て

あ
る
も
の
な
ど
が
倒
れ
て
き
ま
す
。
ま

ず
は
頭
を
危
険
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

丈
夫
な
机
の
下
な
ど
に
隠
れ
る
事
が
で

き
れ
ば
良
い
で
す
が
、
そ
れ
も
で
き
な

い
状
況
の
時
は
、座
布
団
、ク
ッ
シ
ョ
ン
、

雑
誌
な
ど
で
頭
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
揺
れ
が
落
ち
着
き
、
外
へ
避
難

す
る
時
は
必
ず
靴
を
履
き
、
落
ち
着
い

て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。
過
去
の
地
震
で

も
多
く
の
方
が
落
下
物
・
ガ
ラ
ス
等
の

破
片
に
よ
る
怪
我
に
遭
わ
れ
て
い
ま
す
。

揺
れ
が
収
ま
り
周
囲
の
状
況
を
判
断
し

て
か
ら
落
ち
着
い
て
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

下
見
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
遠

く
に
住
む
親
類
を
非
常
時
の
連
絡
先

と
す
る
な
ど
、
災
害
が
発
生
し
た
と
き

の
安
否
確
認
の
方
法
を
考
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

ゆ 

う 

ま

い 

さ 

ね

ほ
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誕
生
元
気
に
育
っ
て
ね

氏
　
名

届
出
人

地
　
域

結
婚
す
ば
ら
し
い

　
　
　
　
ご
家
庭
を

両

人

の

氏

名

※
本
人
・
ご
家
族
の
申
し
出
が
あ
っ
た
も
の
の
み
掲
載

１月届出分
（敬称略）

お
く
や
み

お
め
で
た
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  受付期間

３月９日月まで

臨時職員等登録者追加募集

【
職
務
内
容
】
道
路
や
河
川
な
ど

の
維
持
管
理
作
業

【
勤
務
地
】
町
役
場
本
庁
舎
（
作

業
現
場
は
市
川
三
郷
町
内
）

【
応
募
条
件
】
不
問
（
現
場
で
の

作
業
を
行
う
た
め
、
あ
る
程
度
体

力
が
必
要
）

【
職
務
内
容
】
保
育
所
給
食
の

調
理

【
勤
務
地
】
市
川
大
門
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー

【
応
募
条
件
】
町
内
在
住
の
方
、

調
理
師
の
有
資
格
者
歓
迎

【
勤
務
地
】
町
内
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ

【
勤
務
時
間
】
▽
平
日
（
午
後
３

時
～
午
後
６
時
）
▽
長
期
休
み
期

間
中
（
午
前
９
時
～
午
後
６
時
）

【
応
募
条
件
】
不
問
（
子
育
て
に

か
か
る
深
い
知
識
と
豊
か
な
経
験

を
持
ち
熱
意
と
関
心
の
あ
る
方
）

【
待
遇
】
歩
合
給
、
30
分
訪
問

１
，
８
７
０
円
～
90
分
訪
問
５
，

２
７
０
円

【
勤
務
日
数
／
時
間
】
週
５
日
、

５
時
間
以
上

【
応
募
条
件
】
▽
看
護
師
の
資
格

▽
３
年
以
上
の
経
験
▽
運
転
免

許
を
有
す
る
方

【
職
務
内
容
】
文
書
作
成
封
入
、

Ｐ
Ｃ
操
作
（W

ord/Excel

に
よ

る
入
力
）、
電
話
応
答
、
窓
口
応

対
な
ど

【
応
募
条
件
】
自
力
で
通
勤
可
能

で
、
飲
食
・
排
泄
な
ど
介
助
な

し
で
行
え
る
者

【
待
遇
】
時
給
７
３
０
円

●
採
用
方
法

　

各
所
属
に
お
い
て
必
要
に
応

じ
登
録
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
審

査
（
書
類
審
査
、
面
接
）
を
実

施
し
ま
す
。

●
申
込
対
象

　

満
18
歳
以
上
64
歳
以
下
の
方

（
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
）

●
勤
務
条
件

【
任
用
期
間
】

　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
28
年
３
月
31
日
の
間

（
期
間
は
６
カ
月
の
範
囲
内
）

で
、
最
長
６
カ
月
の
期
間
を
延

長
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
勤
務
日
】

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
週
５

日
以
内
の
勤
務

【
勤
務
時
間
】

　

原
則
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分

（
障
が
い
の
程
度
に
応
じ
て
午
前
９

時
～
午
後
４
時
も
可
能
）

【
賃
金
等
待
遇
】

　

町
臨
時
職
員
取
扱
規
程
等
を

適
用

●
受
付
期
間

　

平
成
27
年
３
月
９
日
㈪
ま
で

●
申
込
方
法

　

本
町
指
定
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
写
真
を
貼
付
の
う

え
、
役
場
総
務
課
庶
務
係
ま
で

お
申
し
込
み
下
さ
い
（
郵
送
可
）。

提
出
さ
れ
た
履
歴
書
は
返
却
い
た

し
ま
せ
ん
。
指
定
の
履
歴
書
は
町

総
務
課
で
お
渡
し
し
て
お
り
ま
す

が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
登
録
有
効
期
限

　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
28
年
３
月
31
日
ま
で
の
間

■
就
職
な
ど
で
登
録
を
取
り

消
し
た
い
場
合
は
速
や
か
に

連
絡
し
て
下
さ
い
。

　町では、平成 27年度に臨時職員などで仕事を希望する方
の登録を行っています。追加募集を行いますので、登録を希
望する方は、下記によりお申し込み下さい。
　なお、町の臨時職員等の採用は、この制度に事前に登録
していただいた中から必要に応じ選考で決定するもので、任
用を約束したものではありませんのでご了承下さい。

道
路
・
河
川
の
補
修
作
業
員

保
育
所
給
食
調
理
員

放
課
後
児
童
指
導
員

訪
問
看
護
師

臨
時
職
員
（
障
が
い
者
）

一
般
事
務
補
助

問町総務課庶務係 ☎ 055-272-1102
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死
亡

※
地
域
名
は
亡
く
な
っ
た
方
の
最
終
住
所
地
で
す
。

氏
　
名

届
出
人

地
　
域

 

お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す
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